
時が経つのは早いもので、先ごろ赴任したと思っていたらもう1年経っていました。暦の上では春
ですが、まだまだ寒い日が続いていますが皆様いかかがお過ごしでしょうか。
さて3月は年度末ということで、今年度の総括と来年度に向けた準備をすることになります。
今年度に重点として取り組んだ長時間労働の抑制及び過重労働による健康障害の防止、改正労基法

の周知及び支援、労働災害の防止については、過重労働による健康障害は発生していませんし、改正
法もかなり浸透してきていますし、労働災害については新型コロナウイルス感染症を除けば過去最少
ペースとなっているなどの成果を出すことができました。これも皆様方のご理解とご協力のおかげだ
と思っています。
来年度は、誰もが働きやすい職場づくりとして賃金の引上げに向けた生産性向上等の推進、安全で

健康に働くことができる環境づくり、柔軟な働き方がしやすい環境整備を柱として行政を運営してい
きたいと思っています。今後とも労働基準行政の運営についてご理解とご協力をお願いします。

浅春の候 大船渡労働基準監督署 署長 唐﨑 勝

大船渡労基署ニュース

１． 次年度の安全衛生管理の計画を検討しましょう

令和５年２月22日発行

第６１号
令和５年
３月

発行・問い合わせ先 大船渡労働基準監督署 電話0192-26-5231

◆ 令和５年１月末現在速報値（大船渡労基署管内） ※この統計は休業4日以上のものになります

死亡労働災害が多発しています‼

２． 労働災害の発生状況

最近の労働災害事例

＜災害事例＞【製造業】プレス機
械で鉄板に穴をあける作業におい
て、鉄板を抑える部分のほかに手
も添えていたところ、穴をあけた
後の金型が上に戻る際に鉄板も一
緒に上がり、鉄板と押さえ部分の
支柱ねじの下端との間に指を挟ん
だ。（挫創、休業見込み４日）

＜災害事例＞【製造業】一日
の作業が終了し、フォークリ
フトを所定の場所に戻しに行
く途中で旋回した際、フォー
クリフトが滑ったため（氷と
水は無い）足を出して停車さ
せようとしてしまい、壁と車
体の間に足を挟んでしまった。
タイヤの溝は無かった。
（足指複数骨折、休業見込み
１ケ月）

＜災害事例＞【建設業】屋外で検
査品を採取した後に車に戻るため
に移動中、凍結面で転倒した。
（脛骨骨折、休業見込み２ケ月）

昨年12月に県内で３件の死亡労働災害が発
生しました。そのうち１件は、発生した場所
は当署管轄外ですが、当署管内に所在する事
業場において、造成工事現場の下水道管を据
え付ける溝の中で被災者が作業していたとこ
ろ、溝の側面が崩壊し、被災者の下半身が土
砂に埋まり、療養中でしたがその後に死亡す
るという災害でした。

多くの事業場では、安全管理・衛生管理を『年度』で区切
って計画を立てて実行しています。

このニュースが届く３月は、今年度の総括と来年度に向け
た準備をするのに適した時期で、「年間安全衛生管理計画」
を作成する時期となります。

計画なしでの思いつきで事を進めると、管理すべきことに
漏れが生じたり・特定内容のみに偏ったりしますので、事前
に適切な計画を立てることが望まれます。

特に、労働者数50人以上の事業場では安全委員会（業種による）と衛生委員会の開催が必要
で、委員会での審議事項には“安全衛生に関する計画の作成、実施、評価及び改善に関するこ
と”が含まれていますので、適切なご対応をお願いします。

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/3/37/Flag_of_safety_and_health.svg
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４． 新たな化学物質規制がスタートします

規制項目
2022.
5.31
(公布日)

2023.

4.1

2024.

4.1

化
学
物
質
管
理
体
系
の
見
直
し

ラベル表示・通知をしなければならない化学物質の追加 ●

ばく露を最小限にすること
（ばく露を濃度基準値以下にすること）

● ●

ばく露低減措置等の意見聴取、記録作成・保存 ●

皮膚等障害化学物質への直接接触の防止
（健康障害を起こすおそれのある物質関係）

● ●

衛生委員会府議事項の追加 ●

がん等の遅発性疾病の把握強化 ●

リスクアセスメント結果等に係る記録の作成保存 ●

化学物質労災発生事業場等への労働基準監督署長による指示 ●

リスクアセスメントに基づく健康診断の実施・記録作成等 ●

がん原性物質の作業記録の保存 ●

実
施
体
制
の

確
立

化学物質管理者・保護具着用管理責任者の選任義務化 ●

雇入れ時教育の拡充 ●

職長等に対する安全衛生教育が必要となる業種の拡大 ●

情
報
伝
達
の
強
化

SDS等による通知方法の柔軟化 ●

SDS等の「人体に及ぼす作用」の定期確認及び更新 ●

SDS等による通知事項の追加及び含有量表示の適正化 ●

事業場内別容器保管時の措置の強化 ●

注文者が必要な措置を講じなければならない設備の範囲の拡大 ●

管理水準良好事業場の特別規則等適用除外 ●

特殊健康診断の実施頻度の緩和 ●

第三管理区分事業場の措置強化 ●

施行時期：2022年5月31日、2023年４月1日～、2024年4月1日～

【厚生労働省ホーム
ページ内の新たな化学
物資に関する各種情報
が掲載している画面】

【上記画面内のうちの
下記リーフレット】

化学物質による健康障害を防ぐためのルールとして有機溶剤中毒予防規則や特定化学物質障害予
防規則などの各規則によってルールが定められていましたが、年々化学物質は増え続け現在では数
万物質にも上る中、これまでのルールでは対応が難しくなってきたことから、これまでの法令準拠
型から自立的管理型へと規制の在り方の大転換が行われます。
2022年(令和４年)５月31日に規則改正の交付がありましたが、順次スタートするうち2023年４

月１日からスタートするものが多数ありますので、準備と対応をお願いします。
詳しい内容については、右下のリーフレットなどでご確認ください。

３． 令和6年4月から改正改善基準告示が適用されます

詳しくはこちら☟


